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活気あふれる W校「のみの市」 
Ｗ校の中高等部生徒が中心となり、中高等部保護者会の皆様にも全面的にご協力いただき、

11月 16日の授業日に「のみの市」を開催しました。「のみの市」は、クラスや学校全体の団結

を強め、連帯感を高めるとともに、地域社会や国際社会に対する関心を高めることを目的とし

て実施するＷ校伝統の中高等部行事です。 

今年も中高等部の各学級が、それぞれお揃いのＴ

シャツを着て、クレープ、かき氷、わらび餅、ポップ

コーン、抹茶ラテをチームワークよく販売し、どのブ

ースも大盛況でした。保護者提供のベイク品、各家庭

から提供していただいたおもちゃや服、本などの販

売に加え、生徒たちが準備したゲームコーナーもあ

り、活気あふれる「のみの市」となりました。また、

飲食場所となったカフェテリアや屋外では、購入し

た物品を笑顔で楽しむ子どもたちやご家族の姿が見

られました。 

本年度の売り上げは昨年度を上回り、＄６，２００

を超えたようです。生徒たちの話し合いにより、売上

金を全額、石川県能登町に寄付し、町立松波小学校の

教育復興支援に充ててもらう計画です。 

地域や国際社会に関心をもち、社会に貢献すると

いう目的、クラスや学校全体の団結を強め、連帯感を

高めるという目的は達成されました。 

ニューヨーク補習授業校だより 
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高等部 2年生が中等部 3年生に数学の授業を実施 

ＬＩ校の高等部２年生が中等部３年生に、少し

高度な因数分解や２次方程式の解法について授業

をしました。高校生になった今だからこそ、中学

生に伝えられる学習内容があります。 

まず、「たすき掛け」を用いた因数分解や現地校

で学んだ因数分解のやり方を高校生が日本語で説

明しました。数学の問題をただ解けるようになる

だけでなく、日本語で理解し、説明できるように

なることが補習校で学ぶ一つの価値であると思い

ます。現地校で学び、補習校でも日本語で学ぶこ

とで多様な見方ができるようになったり、深い理

解につながったりします。 

今回の学習は、そのことにさらに異学年の学習

交流から学ぶという価値も加わりました。上級生は下級生に説明することで、自分の理解をよ

り確かなものとしたり、下級生は上級生から新しい考え方を聴くことで、これまでに学んでき

たことを確かめたり、新たな学習内容を獲得したりすることができました。 

たすき掛けの因数分解を練習した後は、「たすき掛け」チームと「解の公式」チームに分かれ

て２次方程式を解く速さを競うバトルをしました。たすき掛けの因数分解を学んだ成果で、因

数分解ができる問題のときにはどの問題でも「たすき掛け」チームが勝利し、解の公式を使う

より因数分解をした方が速く解けることを生徒たちは実感していました。 

授業の終盤には、因数分解と式の展開を使ったパズルを楽しみました。普段から学年を越え

て仲の良いＬＩ校の高校生と中学生。真剣に学ぶときには学び、楽しみながら学ぶときには笑

顔で楽しむ生徒たちの姿が見られ、教室にいて心地よい一時間でした。 


